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南校区アンケート調査及びモニタリング、公共交通マップの配布について 
 
Ⅰ．業務の目的 
 
 
 

▼中間市地域公共交通網形成計画における実施施策の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

中間市地域公共交通網形成計画に基づく事業の内、利用促進及び事業評価に係る取組みを実施 

方   策 実施施策の概要 

公共交通不便地の

解消 

①中間市西部の空白地へ新たな公共交通の導入 

  公共交通不便地である底井野校区へ公共交通を導入する。 

②中間市東部の高低差による不便地をサポートする移動手段の検討 

 
 南校区コミュニティバスを検証することで、高低差による公共交通不便地の改

善を検討する。 

中間市の公共交通

ネットワークの強化 

①乗継拠点における乗継ダイヤの改善 

 
 公共交通のネットワークとしての一体性を高め、各拠点へのアクセスの利便性

向上や拠点間の連携強化のため、交通結節点での乗り継ぎに配慮したダイヤを

検討する。 

②-１乗継環境の改善（拠点バス停のバス待ち環境の向上） 

  乗継の拠点となるバス停において、バスを待つ環境の向上を検討する。 

②-２乗継環境の改善（乗継拠点駅におけるバス情報の充実） 

 
 バス利用者がバスを利用するときに必要な情報を、手軽にわかりやすく提供し、

利便性向上を図る。 

②-３乗継環境の改善（IC カードの利用促進） 

 
 nimoca 及び SUGOCA カードの利用環境拡大による利便性向上を図り、都心

部での利便性向上や公共交通利用促進をめざす。 

②-４乗継環境の改善（バス接近情報の提供） 

 
 いつバスが来るかわからないという心理的抵抗感を軽減することで利用促進を

めざす。 

②-５乗継環境の改善（移動環境の改善） 

  ノーマライゼーションの理念に基づき、公共交通利用環境の改善をめざす。 

③他分野との連携等による地域全体で公共交通を支えるしくみづくり 

  地元企業との連携によって、公共交通の維持に向けた取り組みをめざす。 

中間市の交通まち

づくりに対する市民

の意識向上 

①-１交通まちづくりの周知（公共交通マップの配布） 

 
 市民の公共交通への意識向上及び利用促進に向けて、公共交通まちづくりに関

する情報提供を行う。 

①-２交通まちづくりの周知（モビリティ・マネジメントの展開） 

 
 市民一人ひとりのライフスタイルに公共交通の利用が定着するよう、モビリテ

ィ・マネジメント※（MM）等の広報・啓発活動を行う。 

①-３交通まちづくりの周知（高齢者の免許返納施策） 

  高齢者の免許返納に対して、公共交通の利用の支援策を検討する。 

本業務で実施 

本業務で実施 

平成 28年 10月より
実施予定 

 中間市東部の高低差による不便地をサポートする移動手段の検討 

→高低差による公共交通不便地の改善に向けて、南校区コミュニティバスを検証することで、他地

区における導入の可能性を検討する。 

 交通まちづくりの周知（公共交通マップの配布） 
→バスの運行や乗り方等が掲載された公共交通マップを作成し、公共交通まちづくりに関する情報

提供を行うことで、市民の公共交通への意識向上や利用促進を図る。 
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Ⅱ．南校区アンケート調査及びモニタリング 

 （別紙アンケート調査票参照） 

 
Ⅲ．公共交通サービスに関する情報提供（運行マップの作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○基本コンセプト 

①見やすい分かりやすいマップを意識 

②公共交通の利用促進につながる情報提供 

高齢者層に配慮して、『必要最低限の正確な情報を見やすく』をコンセプトとし、視認性を重 

視した文字の種類・大きさ・色彩への配慮に取り組み、誰もが利用しやすいものをつくること 

に注力する。 

○作成のポイント 

①運行ルートを見やすく分かりやすく 

・市の公共交通ネットワーク図を簡略化せず、全路線を網羅した位置関係が分かるように掲載します。 

 
②バスの乗り方を説明 
・ＩＣカードの使い方や目的地へ行くバスの探し方などを説明することで、安心してバスを利用でき

る情報を提供します。 

 

③利用者への乗車特典を記載することで公共交通の利用を促す 
・筑豊電鉄の「休日家族割引制度」や筑豊電気鉄道、西鉄バスの「ちくバス天神乗り継ぎポイント」
等の情報を掲載します。 
 

④乗り継ぎを分かりやすく表示 
・コミュニティバスと路線バスの乗り継ぎを分かりやすく示すことで、双方の利用促進を図ります。 
 

⑤市民意識の醸成を図る 
・公共交通の利用を促すコラムや高齢者に対する免許返納の支援内容等、市民の意識醸成に向けた情
報を提供します。 
 

⑥市民がよく利用する施設などへのアクセス情報を掲載 
・買い物で利用する商業施設や医療施設等へのアクセス情報を掲載することで、日常の生活の中で、
公共交通の利用をイメージできる情報を提供します。 
 

⑦交通事業者の問い合わせ先等を記載する 
・公共交通の利用促進に向けて、交通事業者の電話番号等の情報を掲載します。 
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Ⅲ．業務スケジュール（業務工程表） 
 

検討項目 
平成２８年 平成２９年 

７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

１．公共交通サービスに関する情報提供 

（運行マップの作成） 
                           

 調査・検討                            

 データ収集・整理                            

 作成・配布                            

２．南校区アンケート調査・モニタリング                            

 ①アンケート調査票の作成                            

 ②アンケートの集計・分析                            

 ③モニタリング                            

３．中間市地域公共交通会議の運営支援                            

４．協議打合せ（3回を想定）                            

５．報告書の作成                            

 


